
　

昭
和
49
年
４
月
９
日
、
長
島
島
民

が
待
ち
望
ん
だ
黒
之
瀬
戸
大
橋
が
開

通
し
、
長
島
は
県
本
土
と
陸
続
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

橋
が
開
通
す
る
ま
で
の
間
、
島
民

た
ち
は
、
船
で
長
島
の
表
玄
関
瀬
戸

港
か
ら
対
岸
の
黒
之
浜
港
ま
で
の
急

潮
流
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
29

年
の
記
録
で
は
渡
船
は
個
人
運
営
で

４
銭
２
厘
で
し
た
。
日
本
三
大
急
潮

と
呼
ば
れ
、
万
葉
集
に
も
残
る
ほ
ど

の
黒
之
瀬
戸
。
船
を
漕
い
で
渡
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。

　

昭
和
４
年
に
、
県
営
動
力
船
（
木

造
５
㌧
）
の
「
長
島
丸
」
が
就
航
事

業
を
開
始
し
、
県
か
ら
４
千
円
の
補

先
人
た
ち
が
歌
に
残
し
た
急
潮
流

離
島
か
ら
半
島
へ

助
を
受
け
て
運
営
さ
れ
、
渡
し
賃
は

無
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
直
前
は
、
空
襲
が
激
し
く

な
っ
た
こ
と
や
、
船
の
老
朽
化
に
よ

り
渡
船
は
一
時
休
業
状
態
と
な
っ
た

た
め
、
漁
民
が
自
家
用
船
で
人
や
物

資
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
33
年
、フ
ェ
リ
ー「
黒

之
瀬
戸
丸
」（
木
造
47
㌧
）
が
就
航

す
る
と
、
車
ご
と
移
動
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
外
部
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
物
資
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
島
民
の
生
活
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。
瀬
戸
港
と
黒
之
浜
港
と

を
結
ぶ
運
行
回
数
も
年
を
追
う
ご
と

に
増
え
続
け
、
船
も
大
型
化
し
て
島

の
生
活
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
昭
和
40
年
ご
ろ
か
ら
は

　

昭
和
38
年
、
当
時
の
丹
宗
忠
阿
久

根
市
長
、
長
野
祐
祥
東
町
長
、
福
永

慶
彦
長
島
町
長
を
中
心
に
、
黒
之
瀬

戸
架
橋
促
進
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ

れ
、
以
来
関
係
者
が
陳
情
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。

自
動
車
が
急
増
し
、
渡
船
回
数
を
増

や
し
て
も
積
み
残
し
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　

黒
之
瀬
戸
丸
は
、
16
年
と
い
う
長

い
間
に
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
造
り

替
え
は
あ
っ
た
も
の
の
、
名
だ
た
る

黒
之
瀬
戸
海
峡
を
雨
の
日
も
風
の
日

も
絶
え
ず
横
断
し
続
け
、
表
玄
関
の

運
行
を
守
り
続
け
ま
し
た
。

　

大
橋
開
通
の
日
、
重
責
を
担
っ
て

き
た
黒
之
瀬
戸
丸
の
最
後
の
務
め

に
、
島
民
ら
が
惜
し
み
ま
し
た
。

「
長
島
丸
」
と
「
黒
之
瀬
戸
丸
」

陳
情
は
町
民
一
丸
で

待
ち
望
ん
だ
橋
の
着
工

　

開
通
の
翌
年
、
県
道
瀬
戸
蔵
之
元

港
線
が
国
道
に
昇
格
し
ま
し
た
。
当

初
の
計
画
で
は
、
橋
の
一
日
の
通
行

量
を
１
３
０
０
台
程
度
と
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
15
年
後
に
は
一
日
平

均
４
２
０
０
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
行
料
金
の
徴
収
も
年
を
追
う
ご

と
に
加
速
し
、
30
年
を
め
ど
に
し
て

い
た
建
設
費
償
還
期
間
も
大
幅
に
短

縮
さ
れ
て
、
架
橋
か
ら
17
年
後
の
平

成
２
年
９
月
21
日
、
黒
之
瀬
戸
大
橋

の
通
行
が
無
料
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

架
橋
以
来
、
長
島
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
を
中
心
に
産
業
活

動
が
活
発
化
し
ま
し
た
。
流
通
ル
ー

ト
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
後

養
殖
日
本
一
と
な
り
今
や
「
か
ご
し

ま
の
さ
か
な
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る

橋
と
共
に
発
展
し
た
長
島

↑建設中の黒之瀬戸大橋

↑建設中の大橋の前を横切る黒之瀬戸丸

　

昭
和
43
年
に
は
、
地
方
遊
説
で
阿

久
根
市
を
訪
れ
た
佐
藤
栄
作
総
理
大

臣
に
、
阿
久
根
、
長
島
の
婦
人
会
員

が
早
期
着
工
を
陳
情
し
、
昭
和
44
年

１
月
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
の
着
工
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
阿
久
根
市
脇
本
地
区

に
工
事
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
昭
和

47
年
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

急
潮
流
で
の
大
工
事
を
終
え
、
島
民

が
待
ち
望
ん
だ
大
橋
が
遂
に
完
成
に

至
り
、
昭
和
49
年
４
月
９
日
、
黒
之

瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

東
町
漁
業
協
同
組
合
の
『
鰤
王
』
や

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合
が
誇

る
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
『
赤

土
バ
レ
イ
シ
ョ
』の
輸
送
に
貢
献
し
、

農
林
水
産
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
本
町

で
は
、
交
流
人
口
を
増
加
す
る
た
め

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
県
内
外
か
ら
多
数
来
島

し
、
今
で
も
町
の
発
展
に
多
大
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

↑料金所を通過する車列と当時使用されていた回数券
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